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高齢になっても勉強したい！ 

第一生命経済研究所 ライフデザイン研究本部 研究開発室  小谷 みどり 

 

＜高い学習意欲＞ 

筆者は、立教セカンドステージ大学の開設以来、死生学の講義を受け持っている。

ここは、50歳以上を対象にした、学び直しと再チャレンジをサポートする学びの場だ。

学生は、下は50歳から上は90歳までと年齢層が広い。毎日通学してくる学生は少なく

ないし、活発に議論をしたり、子や孫に近い若い学生と席を並べて受講したりと、イ

キイキと学ぶ姿に筆者は大きな刺激を受けている。 

実際、高齢者の学習意欲は高い。文部科学省「学校基本調査」によれば、2015年５

月段階で放送大学に57,850人が在学していたが、60歳以上が14,710人と全体の25％以

上を占めていた。生涯学習という大きな枠で捉えても、内閣府の「教育・生涯学習に

関する世論調査」によれば、60歳以上の半数近くがこの１年間に生涯学習をしていた

（図表１）。なかでも「趣味的なもの」「教養的なもの」を挙げた人は、若い世代と比

べると多かった（図表１）。 

 

図表１ この1年間の生涯学習の実施状況 

                                    （単位：％） 

 
注  ：調査対象者は全国20歳以上の日本国籍を有する者3,000人。 

資料：内閣府「「教育・生涯学習に関する世論調査」」2016年。 
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20～29歳 23.6 14.6 26.4 8.3 13.2 0.7 7.6 7.6 13.2 2.1 4.9 - 41.0 -

30～39歳 18.6 12.7 17.7 7.3 8.2 1.8 6.4 7.7 6.8 5.9 5.9 - 52.7 0.5

40～49歳 19.1 11.9 14.5 5.9 6.6 5.0 1.3 6.9 4.6 6.9 2.6 - 56.8 -

50～59歳 21.3 17.9 16.7 9.9 3.8 6.5 6.8 4.6 7.6 3.4 5.3 0.4 52.1 -

60～69歳 23.7 24.6 6.3 10.2 9.3 12.6 5.1 3.0 0.9 4.2 1.8 0.9 52.4 0.3

70歳以上 20.3 24.9 2.8 10.8 7.5 6.7 8.0 1.8 1.3 2.6 1.8 1.0 53.0 0.3
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＜行政も生涯学習を推進＞ 

国も高齢者の生涯学習を積極的に推進している。1995年に施行された「高齢社会対

策基本法」には、「国は、国民が生きがいを持って豊かな生活を営むことができるよう

にするため、生涯学習の機会を確保するよう必要な施策を講ずる」ことが規定されて

おり、「国は、活力ある地域社会の形成を図るため、高齢者の社会的活動への参加を促

進し、及びボランティア活動の基盤を整備するよう必要な施策を講ずるものとする」

と定めている。 

また文部科学省の「超高齢社会における生涯学習の在り方に関する検討会」は、2012 

年に発表した報告書「長寿社会における生涯学習の在り方について」のなかで、健康

管理、生きがいづくり、孤立を防ぐための人間関係のネットワークづくりが求められ

ているなかで、高齢者がグループ活動や地域での社会参加等を通じて人間関係を構築

していくことの必要性を指摘している。 

少子長寿社会にあって、高齢者が高齢者を支える社会を目指し、高齢者自身が豊か

な知識・経験を活かして地域社会の担い手として活躍することが期待されてきたとい

う背景もある。自治体が運営している高齢者大学も、地域の担い手となる高齢者のた

めの学習機関としての要素がある。自治体によって開設内容にばらつきがあるが、例

えば「なかの生涯学習大学」は区の健康福祉課が管轄し、55～79歳の区民を対象に週

に一度開講している３年間進級制の講座だが、「西宮宮水学園」は西宮市の生涯学習課

が管轄し、60歳以上を対象とした原則月に一度開講される１年制の講座だ。 

高齢者への役割期待の背景には、単に少子長寿社会であるという側面だけでなく、

高齢者が精神的に若くなっているという側面もある。2014年に内閣府が実施した「高

齢者の日常生活に関する意識調査」では、65歳から69歳の71.8％は、自分を高齢者だ

と感じていなかった。70歳から74歳でも、高齢者だと自覚する人が47.3％なのに対し、

自覚しない人が48.2％と、高齢者と思わない人がわずかながら多かった。 

また「高齢者とは何歳以上か」という質問には、「70 歳以上」（29.1％）、「75 歳以

上」（27.9％）の割合が高く、少なくとも65歳以上を高齢者だと捉える人は6.4％しか

いなかった（図表２）。過去の調査結果と比較すると、平成11年調査では高齢者を「70

歳から」と捉える人が48.3％と半数近くいたが、年々、その割合が減少し、「75歳以上」

と回答する人が増加しているなど、「高齢者とは何歳以上か」の年齢が年々上昇してい

ることが分かる。 

厚生労働省の発表によれば、2013年時点で、日常的に介護を必要としないで、自立

した生活ができる期間を指す健康寿命は、男性が71.19歳、女性が74.21歳と推計され

ている。少なくとも60代は元気で、高齢者の自覚もない人が少なくないのだから、学

び直しをして社会や地域に貢献したいと考える人は多いはずだ。高齢者が高齢者を支

える時代の到来に向けて、高齢者の学習支援のあり方が注目される。 
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図表２ 高齢者とは何歳以上か 

 
注  ：調査対象者は60歳以上の全国の男女6,000人。平成21年調査までは調査員による面接聴取法、平成26年調査は 

郵送配布・郵送回収法と、調査方法は異なる。 

資料：内閣府「高齢者の日常生活に関する意識調査」2014年。 

 

 

（こたに みどり 主席研究員） 


